
(様式第10)

東海北陸厚生局長　殿

金沢大学附属病院長　　並木　幹夫 印

1　開設者の住所及び氏名

(注)

2　名称

3　所在の場所
〒 －

電話(076) 265－2000　　　　

4　診療科名
4-1　標榜する診療科名の区分

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜
2

(注) 　上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。

4-2　標榜している診療科名
(1)内科

内科 有 ・ 無
内科と組み合わせた診療科名等
1 消化器内科 2 内分泌・代謝内科 3 ﾘｳﾏﾁ・膠原病内科 4 呼吸器内科 5 循環器内科 6 腎臓内科 7 血液内科

8 総合診療内科 9 神経内科 10 リウマチ科 11 腫瘍内科 12 漢方内科

診療実績

(注) 1

(注) 2

(注) 3

金 大 病 総 第 ６ ６ 号
平成２７年１０月 ５日

〒920-1192　石川県金沢市角間町
国立大学法人金沢大学

国立大学法人金沢大学附属病院

「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科名等」欄
に記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科
で医療を提供している場合に記入すること。

国立大学法人金沢大学附属病院の業務に関する報告について

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3の規定に基づき、平成26年度の業務に
関して報告します。

記

920 8641

石川県金沢市宝町13番1号

住 所
氏 名

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度か
つ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄に
は法人の名称を記入すること。

「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名
について記入すること。



(2)外科
外科 有 ・ 無
外科と組み合わせた診療科名等
1 心臓血管外科 2 呼吸器外科 3 胃腸外科 4 肝胆膵・移植外科 5 内分泌・総合外科 6 整形外科

7 脊椎・脊髄外科 8 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 9 脳神経外科 10 腫瘍外科 11 内分泌外科

12 肝臓・胆のう・膵臓・移植外科 13 乳腺外科

(注) 1

(注) 2

(3)その他標榜していることが求められる診療科名
1 精神科 2 小児科 3 整形外科 4 脳神経外科 5 皮膚科 6 泌尿器科 7 産婦人科
8 産科 9 婦人科 10 眼科 11 耳鼻咽喉科 12 放射線科 13 放射線診断科

14 放射線治療科 15 麻酔科 16 救急科
(注) 　標榜している診療科名の番号に○印を付けること。

(4)歯科
歯科 有 ・ 無
歯科と組み合わせた診療科名等
1 歯科口腔外科 2 3 4 5 6 7

歯科の診療体制

(注) 1

(注) 2

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名
1 神経科精神科 2 子どものこころの診療科 3 漢方医学科 4 乳腺科 5 産科婦人科 6 麻酔科蘇生科

7 核医学診療科 8 リハビリテーション科 9 病理診断科 10 がん高度先進治療センター

(注) 　標榜している診療科名について記入すること。

5　病床数

床 床 床 床 床 床

「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名
について記入すること。

「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科
で医療を提供している場合に記入すること。

「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名
について記入すること。

「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜
している診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。

精 神 感 染 症 結 核 療 養 一 般 合 計
46 0 0 0 792 838



6　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数
（平成 2 7 年 6 月 1 日現在）

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

人 人 人 人 人

(注) 1 　申請前半年以内のある月の初めの日における員数を記入すること。
(注) 2 　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
(注) 3

7　専門の医師数 （平成 2 7 年 6 月 1 日現在）

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人 人

人

(注)

8　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数
歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2

(注) 3

(注) 4

(注) 5

常 勤 非 常 勤 合 計 員 数

歯科技工士

臨床工学技士

診療放射線技師

助 産 師
看 護 師

准看護師
歯科衛生士

管理栄養士

員 数
医 師

歯科医師

薬 剤 師

保 健 師

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

診療エック
ス線技師

臨床検査技
師

衛生検査技
師

そ の 他

職 種 職 種 職 種

4

0 0.0 0.0 9 0

0

11 4.4 15.4 12 55
臨
床
検
査

376 100.3 476.3 56

50 3.8 53.8 7

834 7.2 841.2 15 6
19 0.0 19.0 0 0あん摩マッサージ指圧師

医療社会事
業従事者

義肢装具士

22
150
18

「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算
した員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して
記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。

専門医名 人　数 専門医名 人　数

0.7
1.0

10.5

0
1

37

0
1
9

0.7
0.0
1.5

その他の技術員

その他の職員

事 務 職 員
栄 養 士

放 射 線 科 専 門 医
脳神経外科専門医
整 形 外 科 専 門 医
麻 酔 科 専 門 医
救 急 科 専 門 医

総 合 内 科 専 門 医
外 科 専 門 医
精 神 科 専 門 医
小 児 科 専 門 医
皮 膚 科 専 門 医

10
7

218

人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数
と常勤の者の員数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

歯 科 等 以 外 歯 科 等 合 計

12
11
20
11
14

合　計

36
36
9

16
7

15
14

泌 尿 器 科 専 門 医
産 婦 人 科 専 門 医

眼 科 専 門 医
耳鼻咽喉科専門医

740.8
1,553.8

1,376
166.8

3.5
必 要 薬 剤 師 数
必 要 （ 准 ） 看 護 師 数

735.2
1,497.4

5.6
56.4

25
424

１日当たり平均入院患者数
１日当たり平均外来患者数
１日当たり平均調剤数
必 要 医 師 数
必 要 歯 科 医 師 数

「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、
「歯科等以外」欄にはそれ以外の診療科を受診した患者数を記入すること。

入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日
で除した数を記入すること。

外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除
した数を記入すること。

調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した
数を記入すること。

必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法
施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。



9　施設の構造設備

㎡ 床

［固定式の場合］ ㎡ 床

［移動式の場合］ 台

［専用室の場合］ ㎡

［共用室の場合］ 共用する室名

㎡ （主な設備）

㎡ （主な設備）

㎡ （主な設備）

㎡ （主な設備）

㎡ （主な設備）

㎡ 室数 室 人
㎡ 室数 室 冊程度

(注) 1 　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
(注) 2 　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

10　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

Ａ： 人

Ｂ： 人

Ｃ： 人

Ｄ： 人

(注) 1

(注) 2 　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
(注) 3 　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

施 設 名 床 面 積 主 要 構 造 設 備 概 要
集 中 治 療 室 心 電 計 有・無22

病 理 解 剖 室

研 究 室

講 義 室
図 書 室

病 床 数
人 工 呼 吸 装 置

床面積 73

370.2

559

94

112

134

888

267

無 菌 病 室 等

医 薬 品
情 報 管 理 室

化 学 検 査 室

細 菌 検 査 室

病 理 検 査 室

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

免疫発光測定装置、全自動免疫測定装置、
ディスクリート方式臨床化学自動分析装置、
検体前処理装置、蛋白分画電気泳動分析装
置、免疫比濁測定装置、心電図解析用全自動
電気泳動分析装置、迅速糖尿病生理機能検査
装置、迅速糖化診断生理機能検査装置、自動
浸透圧分析装置、乾式臨床化学分析装置、自
動化学分析装置、大腸生理機能予備検査装
置、総合生理機能検査前輸血支援システム、
赤血球沈降速度測定装置、汎用血液ガス分析
装置、血液検査システム、呼気中13CO2分析装
置、臨床検査支援システム、恒温器、血液検
査装置、心疾患関連マーカー自動測定器シス
テム、遠心機、蒸留水製造装置、尿化学分析
装置、顕微鏡、精子特性分析機

血液培養装置、同定・薬剤感受性パネル自動
測定装置、全自動細菌検査システム、クリー
ンベンチ、サーマルサイクラー、結核菌迅速
診断装置、マイクロチップ電気泳動システ
ム、嫌気ワークステーション、全自動遺伝子
解析システム、遺伝子解析装置、恒温器、炭
酸ガス培養装置、遠心機、乾熱滅菌器、高圧
滅菌器、純水製造装置、顕微鏡

全自動免疫染色装置、自動固定包埋装置、自
動染色装置

無影灯、解剖台、計量器
血液ガス分析装置、マイクロプレートリー
ダー、手術支援ロボット、セルアライブシス
テム(CAS) +急速凍結装置、超低温フリー
ザー、低温恒湿装置、バイオハザード対象用
キャビネット、遠心分離機、インキュベー
ター、高速タンパクブロッティングシステ
ム、オートクレーブ、クリーン・ベンチ、顕
微鏡、蛍光実体顕微鏡、薬用冷凍冷蔵庫、低
温冷凍庫、ドラフト

有・無
有・無

床面積
台 数

病床数202 16
12

心 細 動 除 去 装 置
ペ ー ス メ ー カ ーその他の救急蘇生装置

有・無
有・無

平成26年4月1日～平成27年3月31日算 定 期 間

紹 介 患 者 の 数
他の病院又は診療所に紹介した患者の数
救急用自動車によって搬入された患者の数
初 診 の 患 者 の 数

紹 介 率

収容定員
蔵 書 数

300
1900

1
2146 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ

「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入する
こと。

10,265
6,985

485
14,630

算
出
根
拠

逆 紹 介 率73.5 47.7



(様式第2)

1　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

取扱患者数

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類

経頸静脈肝内門脈大循環短絡術　※H27.5.1取り下げ 0

自家液体窒素処理骨移植 15



(様式第2)

2　承認を受けている先進医療の種類(注１)及び取扱患者数

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

(注) 1

(注) 2 「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

ボルテゾミブ静脈内投与、メルフェラン経口投与及びデキサメタゾン経口投与の併用療法　原
発性ALアミロイドーシス　　※H27.2.1先進医療より削除

0

高度の医療の提供の実績

先進医療の種類 取扱患者数

化学療法に伴うカフェイン併用療法　悪性骨腫瘍又は悪性軟部腫瘍　　※H26.10.1先進医療よ
り削除

0

パクリタキセル腹腔内投与及び静脈内投与並びにS-1内服併用療法　腹膜播種又は進行性胃が
ん（腹水細胞診又は腹腔洗浄細胞診により遊離がん細胞を認めるものに限る。）

0

術後のホルモン療法及びS-1内服投与の併用療法　原発性乳がん
（エストロゲン受容体が陽性であって、HER2が陰性のものに限る。）

1

「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準(平成二十年厚生労働省告
示第百二十九号)第三各号に掲げる先進医療について記入すること。



(様式第2)

3　その他の高度の医療
人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

人

当該医療技術の概要

(注) 1
(注) 2

　骨腫瘍に対する手術療法に際し、患者自身の罹患骨を用いて再建する方法。切除骨から腫瘍病巣を取り除いた後、液体窒素
で冷却処理し、腫瘍切除後の骨欠損部の再建に用いる。従来用いられてきた熱処理等と比較し、軟骨基質の温存、蛋白・酵素
の温存が可能で処理後も骨形成因子の活性が保たれるため骨癒合に有利である。術後の関節機能が温存されるほか、容易に処
理を行うことができる。

高度の医療の提供の実績

医療技術名 取扱患者数自家液体窒素処理骨移植 15

医療技術名 術後のホルモン療法及びS-1内服投与の併用療法　原発性乳がん 取扱患者数 1

　対象症例は、組織学的に浸潤性乳癌と診断された女性（病期Ｓtage～IIIＡ及びIIIＢ）で根治手術及び標準的な術前又は術
後化学療法が施行された（対象によっては標準的化学療法の省略を可とする）、エストロゲン受容体陽性かつＨＥＲ２陰性
で、再発リスクが中間以上である患者とする。本試験に登録された症例は、標準的術後ホルモン療法単独、又は標準的術後ホ
ルモン療法とＴＳ－１の併用療法のいずれかに割り付けられ、両群ともに標準的術後ホルモン療法５年間を実施、併用療法群
は標準的術後ホルモン療法と同時にＴＳ－１を１年間授与する。ＴＳ－１体表面積及びクレアチニンクリアランスによって規
定された投与量を朝食後及び夕食後の１日２回、１４日間連日経口投与し、その後７日間休薬する。これを１コースとして、
投与開始から１年間、投与を繰り返す。

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療技術名 取扱患者数

医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専
門的な医療を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機
関での実施状況を含め、当該医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること(当該医療が
先進医療の場合についても記入すること)。

医療技術名 取扱患者数

　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。



(様式第2)

4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人

・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人 ・ 人

・ 人

(注)「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

ウェゲナー肉芽腫症

特発性拡張型(うっ血型)心筋症

神経線維腫症

亜急性硬化性全脳炎

人

・

多系統萎縮症(線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガ症候群)・

間脳下垂体機能障害
(ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常
症、ＡＤＨ分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異
常症、クッシング病、先端巨大症、下垂体機能
低下症)

・

164

28

人

人

重症多形滲出性紅斑(急性期)

黄色靱帯骨化症

パーキンソン病関連疾患(進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病)

球脊髄性筋萎縮症

慢性炎症性脱髄性多発神経炎

肥大型心筋症

拘束型心筋症

ミトコンドリア病

リンパ脈管筋腫症(ＬＡＭ)

表皮水疱症(接合部型及び栄養障害型)

ハンチントン病

モヤモヤ病(ウィリス動脈輪閉塞症)

後縦靱帯骨化症

脊髄小脳変性症

クローン病

難治性の肝炎のうち劇症肝炎

悪性関節リウマチ

特発性血小板減少性紫斑病

結節性動脈周囲炎

潰瘍性大腸炎

大動脈炎症候群

ビュルガー病

天疱瘡

28

膿疱性乾癬

広範脊柱管狭窄症

原発性胆汁性肝硬変

重症急性膵炎

特発性大腿骨頭壊死症

混合性結合組織病

原発性免疫不全症候群

アミロイドーシス

ベーチェット病

多発性硬化症

重症筋無力症

全身性エリテマトーデス

スモン

バッド・キアリ(Budd-Chiari)症候群

慢性血栓塞栓性肺高血圧症

ライソゾーム病

副腎白質ジストロフィー

家族性高コレステロール血症(ホモ接合体)

脊髄性筋萎縮症

特発性間質性肺炎

網膜色素変性症

プリオン病

肺動脈性肺高血圧症

13

105

3

1

5

18

20

1

15

1

2

8

5

0

14

33

6

5

7

112

11

80

19

118

3

34

24

26

55

182

10

18

47

558

85

5

2

2

高度の医療の提供の実績

疾 患 名 疾 患 名 取扱患者数取扱患者数

80

66

226

37

72

98

321

3

107

135

31

9

17

再生不良性貧血

サルコイドーシス

筋萎縮性側索硬化症

強皮症、皮膚筋炎及び多発性筋炎

51

18



(様式第2)

5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(基本診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

データ提出加算

地域歯科診療支援病院入院加算

特定集中治療室管理料４

総合周産期特定集中治療室管理料

　　１．母体・胎児集中治療室管理料

　　２．新生児集中治療室管理料　　

新生児治療回復室入院医療管理料

小児入院医療管理料４

病棟薬剤業務実施加算

栄養サポートチーム加算

医療安全対策加算

感染防止対策加算（感染防止対策地域連携加算あり）

患者サポート体制充実加算

がん診療連携拠点病院加算

妊産婦緊急搬送入院加算

診療録管理体制加算２

急性期看護補助体制加算

看護補助加算２（５０対１）

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療環境体制加算

ハイリスク妊娠管理加算

ハイリスク分娩管理加算

退院調整加算

救急搬送患者地域連携紹介加算

精神病棟入院時医学管理加算

精神科身体合併症管理加算

超急性期脳卒中加算

歯科診療特別対応連携加算

特定機能病院入院基本料（一般病棟）

特定機能病院入院基本料（精神病棟）

臨床研修病院入院診療加算（医科）

臨床研修病院入院診療加算（歯科）

救急医療管理加算

療養環境加算

重症者等療養環境特別加算

無菌治療室管理加算

緩和ケア診療加算

精神科応急入院施設管理加算



(様式第2)

6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等(特掲診療料)

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

皮下連続式グルコース測定

外来緩和ケア管理料 長期継続頭蓋内脳波検査

移植後患者指導管理料 神経学的検査

がん治療連携計画策定料 画像診断管理加算２

医療機器安全管理料１ 大腸ＣＴ撮影加算

医療機器安全管理料２ 心臓ＭＲＩ撮影加算

医療機器安全管理料（歯科） 抗悪性腫瘍剤処方管理加算

がん治療連携管理料

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

心臓ペースメーカー指導管理料（植込型除細動器移
行加算）

植込型心電図検査

高度難聴指導管理料 時間内歩行試験

糖尿病合併症管理料 胎児心エコー法

がん性疼痛緩和指導管理料 ヘッドアップティルト試験

がん患者指導管理料１ 人工膵臓

がん患者指導管理料３

外来放射線照射診療料 内服・点滴誘発試験

ニコチン依存症管理料
センチネルリンパ節生検（乳がんに係るものに限
る。）

糖尿病透析予防指導管理料 補聴器適合検査

院内トリアージ実施料 ロービジョン検査判断料

外来リハビリテーション診療料 小児食物アレルギー負荷検査

遠隔画像診断

肝炎インターフェロン治療計画料 ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

薬剤管理指導料 冠動脈ＣＴ撮影加算

ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタ
イプ判定）

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

検体検査管理加算（Ⅳ） 運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加
算

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

歯科治療総合医療管理料 外来化学療法加算１

持続血糖測定器加算 無菌製剤処理料

造血器腫瘍遺伝子検査 心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

がん患者リハビリテーション料 経皮的中隔心筋焼灼術



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合
失調症治療指導管理料に限る。）

両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

医療保護入院等診療料
植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び
経静脈電極抜去術（レーザーシースを用いるもの）

エタノールの局所注入（甲状腺に対するもの）
両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

歯科口腔リハビリテーション料２ ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

精神科作業療法
植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計
摘出術

歯科技工加算 腹腔鏡下肝切除術

皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ
節加算を算定する場合に限る。）

生体部分肝移植術

組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房
（再建手術）の場合に限る。）

同種死体肝移植術

透析液水質確保加算 大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

一酸化窒素吸入療法 経皮的大動脈遮断術

ＣＡＤ／ＣＡＭ冠 ダメージコントロール手術

羊膜移植術 体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プ
レートのあるもの））

腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘
出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術

網膜再建術 腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移
植術に限る。）

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

腫瘍脊椎骨全摘術 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及
び脳刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄
刺激装置交換術

腹腔鏡下小切開副腎摘出術

乳がんセンチネルリンパ節加算１、乳がんセンチネ
ルリンパ節加算２

腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除
後）

人工尿道括約筋植込・置換術

経皮的冠動脈形成術 腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術

人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込
型骨導補聴器交換術

同種死体腎移植術

内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 生体腎移植術

上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科
診療に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動
を伴う場合に限る。）（歯科診療に係るものに限
る。）

膀胱水圧拡張術

輸血管理料Ⅱ

経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの） 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

経皮的冠動脈ステント留置術
医科点数表第２章第１０部手術の通則５及び６（歯
科点数表第２章第９部通則４を含む。）に掲げる手
術

胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造
設術を含む。）



施 設 基 準 の 種 類 施 設 基 準 の 種 類

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

内視鏡手術用支援機器加算

麻酔管理料（Ⅱ）

放射線治療専任加算

外来放射線治療加算

胃瘻造設時嚥下機能評価加算

広範囲顎骨支持型装置埋入手術

麻酔管理料（Ⅰ）

体外照射呼吸性移動対策加算

定位放射線治療

定位放射線治療呼吸性移動対策加算

高エネルギー放射線治療

強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

クラウン・ブリッジ維持管理料

保険医療機関間の連携による病理診断

テレパソロジーによる術中迅速病理組織標本作製

病理診断管理加算



(様式第2)

7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

(注) 1 　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2

8　病理・臨床検査部門の概要
1.
2.

剖検症例数 例 剖検率 ％

「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以
降に、健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法(平成六年厚生省告示第五十四号)に
先進医療(当該病院において提供していたものに限る。)から採り入れられた医療技術について記入す
ること。

高度の医療の提供の実績

施 設 基 準 等 の 種 類 施 設 基 準 等 の 種 類

羊膜移植術

インプラント義歯

臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床検査部門と病理診断部門は別々である。
臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

腫瘍脊椎骨全摘術

超音波骨折治療法

エキシマレーザー冠動脈形成術

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

１か月に約７回

／39 12.1剖 検 の 状 況



(様式第3)

1　研究費補助等の実績

内分泌器官としての肝臓病学の確立 金子　周一 医学系

日本学術振興会

再生不良性貧血におけるゲノム異常を利用した
造血抑制因子の同定 中尾　眞二 医学系 3,200,000

補
委

日本学術振興会

悪性神経内分泌腫瘍に対する分子生物学的・
組織学的特徴に基づいた集学的内照射療法 絹谷　清剛 医学系 3,400,000

補
委

日本学術振興会

アジア系人種における糖尿病性腎症の予後調
査と予後規定因子の国際比較研究

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所 属 部 門 金 額 補助元又は委託元

7,400,000
補
委

日本学術振興会

日本学術振興会

単細胞トランスクリプトームによる細胞階層性構
造の解明 橋本　真一 医学系 4,800,000

補
委

日本学術振興会

嗜好食品ががん化、老化、発達障害を予防する
―メチルキサンチン誘導体を中心として― 杉本　直俊 医学系 800,000

補
委

和田　隆志 医学系 1,100,000
補
委

日本学術振興会

高機能自閉症成人例におけるオキシトシンの効
果と生物学的背景の検討 三辺　義雄 医学系 100,000

補
委

日本学術振興会

蛍光イメージングを用いた悪性骨軟部腫瘍の転
移機序の解明と新規治療法の開発 土屋　弘行 医学系 3,900,000

補
委

日本学術振興会

ドラッグリポジショニングによる悪性グリオーマに
対する新規化学療法の基盤構築 中田　光俊 医学系 5,200,000

補
委

日本学術振興会

糖尿病臓器合併症の個別化医療にむけた抗エ
リスロポエチン受容体抗体の基礎臨床的検討 和田　隆志 医学系 2,900,000

補
委

日本学術振興会

統合失調症の病態におけるKv9.3カリウムチャン
ネルサブユニットの重要性について 橋本　隆紀 医学系 3,900,000

補
委

日本学術振興会

皮膚免疫疾患におけるＢ細胞抑制性受容体ＣＤ
２２／７２の制御機構 濱口　儒人 医学系 800,000

補
委

日本学術振興会

代償性増殖による上咽頭癌発癌機構の解明と
治療戦略 吉崎　智一 医学系 4,500,000

補
委

日本学術振興会

胚由来の胚着床誘導因子（胚シグナル）の同定
と臨床応用への試み 藤原　浩 医学系 2,300,000

補
委

日本学術振興会

AR Axis・微小環境を考慮した前立腺癌進行の
機序解明と革新的治療戦略の構築 並木　幹夫　 医学系 6,300,000

補
委

日本学術振興会

ステント摘出デバイスの開発と臨床応用 内山　勝晴 医学系 750,000
補
委

日本学術振興会

男性不妊症における精巣　ｓｍａｌｌ　ＲＮＡ　制御
機構に関する研究 前田　雄司 医学系 700,000

補
委

日本学術振興会

意識および記憶のモニタリング方法の開発 山本　健 医学系 50,000
補
委

日本学術振興会

肺癌に対する体外肺切除における、気管支創傷
治癒へのキトサンナノ繊維シートの効果 松本　勲 医学系 450,000

補
委

日本学術振興会

細胞傷害性T細胞レセプターを用いた肝細胞癌
免疫治療に関する基礎的検討 水腰　英四郎 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

地域医療における軽症糖尿病患者に対する在
宅健康サービスの継続研究 米田　隆 医学系 1,100,000

補
委

日本学術振興会

心筋症における不整脈関連遺伝子の検索と機
能解析および薬物的・非薬物的介入 井野　秀一 医学系 1,300,000

補
委

日本学術振興会

シミュレータの遠隔操作による小児救急医学教
育の効果について 太田　邦雄 医学系 1,300,000

補
委

日本学術振興会

浸潤性脳腫瘍が頭頂葉-前頭葉高次機能ネット
ワーク再構築に及ぼす影響の検討 林　裕 医学系 1,000,000

補
委

日本学術振興会

自然免疫応答の賦活化を基盤とした膵癌新規
薬物併用療法の開発 太田　哲生 医学系 900,000

補
委

日本学術振興会

胃癌腹膜播種における腹腔内マクロファージの
機能解析と造腫瘍性についての実験的検討 伏田　幸夫 医学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

重症筋無力症の骨格筋細胞内反応と病態に関
する研究 岩佐　和夫 医学系 1,600,000

補
委



日本学術振興会

肺癌におけるcMetによるtopoisomeraseIの活性
制御の解析 笠原　寿郎 医学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

血中循環がん細胞解析を利用した小細胞肺癌
の新規治療標的・バイオマーカーの同定 木村　英晴 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

水疱性角膜症に対する新しい角膜内皮移植術
（DMEK）の確立と、術後視機能の解析 小林　顕　 医学系 1,700,000

補
委

日本学術振興会

フラボノイドを用いた前立腺癌再燃の予防とドセ
タキセル感受性増強への応用 溝上　敦 医学系 800,000

補
委

日本学術振興会

細胞内蛋白分解系のエネルギー代謝恒常性維
持における統合的役割の解明 篁　俊成 医学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

糖尿病病態形成ヘパトカイン・セレノプロテインP
およびその受容体の結晶構造解析 菊知　晶裕 医学系 1,700,000

補
委

日本学術振興会

内皮前駆細胞を流血中で捕捉・内皮化する新規
ステントの開発と臨床応用 山岸　正和　 医学系 1,000,000

補
委

日本学術振興会

脂肪組織由来間質細胞群の細胞分画特性解析
と肝修復再生療法の開発 酒井　佳夫 医学系 1,400,000

補
委

日本学術振興会

肝細胞膜トランスポーターイメージングによる早
期肝細胞癌スクリーニング手技の確立 小林　聡 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

全身性強皮症ならびに強皮症モデルマウスにお
けるSyk阻害剤の有効性の検討 竹原　和彦 医学系 2,000,000

補
委

日本学術振興会

全身型若年性特発性関節炎の発症に関する分
子免疫学的解析とその臨床応用 清水　正樹 医学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

肝臓から分泌されるサイトカインの骨粗鬆症へ
の影響 石井　清朗 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

ヒト乳頭腫ウイルスシグナル伝達に着目した喉
頭乳頭腫に対する新規治療の開発 室野　重之 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

前立腺癌骨転移微小環境におけるCCL2を介し
た癌細胞増殖・浸潤機構の解明 成本　一隆 医学系 800,000

補
委

日本学術振興会

間葉系幹細胞を用いたショックへの新しい治療
戦略 谷口　巧 医学系 1,400,000

補
委

日本学術振興会

放射線照射が硬膜に及ぼす影響 ―照射後髄
液漏の原因究明― 村上　英樹 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

中枢神経障害および神経細胞移植におけるア
ストロサイト活性化の抑制効果 中川　敬夫 保健学系 900,000

補
委

日本学術振興会

糖尿病性腎症に対するプロパゲルマニウムの
実用化を目指した橋渡し研究 原　章規 医学系 1,100,000

補
委

日本学術振興会

肝発癌を促進する腸内細菌叢の同定 飯田　宗穂 医学系 1,000,000
補
委

日本学術振興会

近視緑内障の病態解明と診断力アップのため
のOCTプログラムの開発 杉山　和久 医学系 2,400,000

補
委

日本学術振興会

特発性正常圧水頭症における新たな揺動MRイ
メージング法と解析法の開発 大野　直樹 保健学系 800,000

補
委

日本学術振興会

上肢手指の動作解析による巧緻性の新規定量
化法の開発 中嶋　理帆 保健学系 800,000

補
委

日本学術振興会

Ｄｕａｌ－ｅｎｅｒｇｙ　ＣＴの被ばく線量解析および多
角的線量最適化手法の構築 松原　孝裕 保健学系 500,000

補
委

日本学術振興会

肝炎ウイルス複製を支持する新規肝癌由来培
養細胞の樹立 本多　政夫 保健学系 1,400,000

補
委

日本学術振興会

ヘムオキシゲナーゼ－１による血栓制御機構が
妊娠予後改善にもたらす効果の解明 關谷　暁子 保健学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

発作性夜間血色素尿症（PNH）形質を利用した
ヒト造血幹細胞動態の解明 片桐　孝和 保健学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

C型慢性肝炎に対するIFN応答・不応答メカニズ
ムの解明 白崎　尚芳 保健学系 1,000,000

補
委

日本学術振興会

ドメスティック・バイオレンス被害女性の育児に
おける困難感と回復を促す支援 藤田　景子 保健学系 900,000

補
委

日本学術振興会

視神経部分切断モデルにおけるｔａｆｌｕｐｒｏｓｔの
視経保護効果の検討 長田　敦 医学系 300,000

補
委

日本学術振興会

地域高齢者における自覚的記憶障害と経年的
認知機能低下との関連 柚木　颯偲 医学系 600,000

補
委



日本学術振興会

我が国と欧米の中絶医療実態の比較研究 打出　喜義 医学系 200,000
補
委

日本学術振興会

統合失調症におけるＫｖ９．３カリウムチャンネル
サブユニット発現変化の脳内分布 橋本　隆紀 医学系 2,500,000

補
委

日本学術振興会

非コードDNA-男性不妊症をひき起こすAlu配列
に関連した遺伝子異常を検索する- 並木　幹夫　 医学系 1,000,000

補
委

日本学術振興会

シグナルパスウェイ構成蛋白の発現・変異解析
による造血抑制性サイトカインの同定 中尾　眞二 医学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

新規蛋白尿惹起因子の同定と臨床検査診断法
への応用 和田　隆志 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

神経細胞死におけるＨｓｐ７０とその関連蛋白の
意義 三辺　義雄 医学系 100,000

補
委

日本学術振興会

統合失調症の大脳皮質抑制性介在ニューロン
変化におけるGABA受容体遺伝子の役割 橋本　隆紀 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

熱中症危険度予測の分子戦略―暑熱順化の分
子機構解明とその応用― 杉本　直俊 医学系 800,000

補
委

日本学術振興会

オートファジー細胞死誘導による頭頸部癌新規
治療法の開発 辻　亮 医学系 1,000,000

補
委

日本学術振興会

血小板による新しい再上皮化誘導機構とその異
常 藤原　浩 医学系 1,150,000

補
委

日本学術振興会

肝幹細胞由来肝癌の画像所見と病理・病態の
解析 小坂　一斗 医学系 600,000

補
委

日本学術振興会

心筋ミオシン軽鎖キナーゼ変異による新しい心
筋症発症機序の解明 今野　哲雄 医学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

新規ドラッグデリバリー理論と新世代シスプラチ
ンによる頭頸部癌治療法の開発 吉崎　智一 医学系 500,000

補
委

日本学術振興会

標的タンパク発現プロファイルに基づく新規膠芽
腫分類の試み 中田　光俊 医学系 1,400,000

補
委

日本学術振興会

光線力学診断を利用した新しい肺マーキング法
の開発および臨床展開 早稲田　龍一 医学系 1,800,000

補
委

日本学術振興会

正常及び加齢・認知症におけるω-3系不飽和
脂肪酸の生体内分子イメージングの検討 稲木　杏吏 医学系 1,100,000

補
委

日本学術振興会

側坐核機能の個体差による大うつ病発症脆弱
性および 治療薬反応性の予測 井口　善生 医学系 800,000

補
委

日本学術振興会

移植後閉塞性細気管支炎に対するc-kitの役割 早稲田　優子 医学系 1,000,000
補
委

日本学術振興会

非アルコール性脂肪肝炎（NASH）を背景とした
肝硬変における形態変化機構の解明 尾崎　公美 医学系 900,000

補
委

日本学術振興会

マクロファージとの相互作用を介した前立腺癌
細胞の浸潤・転移促進機序の解明 泉　浩二 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

グリオーマ幹細胞に対するNotch阻害剤の効果
解析と前臨床試験 田中　慎吾 医学系 1,300,000

補
委

日本学術振興会

グリオーマ幹細胞に特異的に発現する分子の
探索と治療標的分子としての妥当性評価 玉瀬　玲 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

GSK3βを分子標的とする神経膠芽腫治療の基
礎基盤の構築 宮下　勝吉 医学系 1,500,000

補
委

日本学術振興会

食道癌における放射線誘導性EMTと癌幹細胞
分化制御に関する基礎的研究 岡本　浩一 医学系 1,000,000

補
委

日本学術振興会

機械学習プログラムを用いた健常者の将来の
認知機能予測に関する研究 佐村木　美晴 医学系 900,000

補
委

日本学術振興会

慢性腎臓病と臓器連関の病態における
ergothioneine/OCTN1の関与 篠崎　康之 医学系 1,700,000

補
委

日本学術振興会

悪性骨腫瘍に対する液体窒素処理と樹状細胞
療法の併用療法 西田　英司

医薬保健学総合
研究科

3,600,000
補
委

日本学術振興会

男性における尿路性器・咽頭・肛門のHPV感染
率についての疫学調査 重原　一慶 医学系 2,000,000

補
委

日本学術振興会

脂肪由来幹細胞を用いた半月板再生 五嶋　謙一 医学系 2,200,000
補
委

日本学術振興会

糖化ストレスが骨折治癒遷延に及ぼす影響の
検証と糖尿病における新しい骨折治療の開発 松原　秀憲 医学系 1,600,000

補
委



日本学術振興会

肝細胞癌の分子病理学的バイオマーカーと画
像所見の関連に関する研究 松井　修

医薬保健学総合
研究科

700,000
補
委

日本学術振興会

ヘパトカインセレノプロテインPによる"運動療法
抵抗性"誘導機構の解明 御簾　博文　

医薬保健学総合
研究科

1,200,000
補
委

日本学術振興会

多様化する血管内治療デバイスに対応した磁気
共鳴画像による塞栓脳動脈瘤破裂徴候検出 植田　文明

医薬保健学総合
研究科

400,000
補
委

日本学術振興会

骨肉腫に対する新規合成プラチナ錯体にカフェ
インを併用した化学療法の基礎的研究 山本　憲男

医薬保健学総合
研究科

1,200,000
補
委

日本学術振興会

ヨード担持インプラントの生体内減衰と生体親和
性の評価 西田　英司

医薬保健学総合
研究科

1,500,000
補
委

日本学術振興会

ANGPTL8機能異常による冠動脈疾患進展の機
序解明と制御 野原　淳

医薬保健学総合
研究科

1,500,000
補
委

日本学術振興会

多発性嚢胞腎における血管病変の発症および
進展に関与する因子の解明 山田　和徳

医薬保健学総合
研究科

1,150,000
補
委

日本学術振興会

EGFR遺伝子変異陰性肺癌におけるエルロチニ
ブの効果予測因子の検討 曽根　崇

医薬保健学総合
研究科

1,600,000
補
委

日本学術振興会

呼吸器悪性腫瘍の微小環境の特性を標的とし
た新規制御法の開発 矢野　聖二 がん進展制御研究所 9,400,000

補
委

日本学術振興会

スキルス胃癌の癌間質増生と癌性腹膜炎発症
機構の本態解明 安本　和夫 がん進展制御研究所 1,400,000

補
委

日本学術振興会

肺がんの転移と分子標的薬耐性を克服する統
合的研究 矢野　聖二 がん進展制御研究所 2,300,000

補
委

日本学術振興会

脊椎腫瘍に対する免疫療法を併用した根治的
手術（次世代TES）の骨癒合に関する研究 吉岡　克人

医薬保健学総合
研究科

1,200,000
補
委

日本学術振興会

EGFR変異肺癌のBIM遺伝子多型に起因する
EGFR-TKI耐性克服治療の開発 竹内　伸司 がん進展制御研究所 900,000

補
委

日本学術振興会

エネルギー代謝特性に基づく消化器がん病態
解明と制御への応用 堂本　貴寛 がん進展制御研究所 1,100,000

補
委

日本学術振興会

蛋白質リン酸化特性の網羅的解析による大腸
がんの病態解明と制御への応用 源　利成 がん進展制御研究所 1,400,000

補
委

日本学術振興会

肺がん脳転移のＭｅｔａｓｔａｓｉｓ　ｉｎｉｔｉａｔｉｎｇ　ｃｅｌｌ 北　賢二 がん進展制御研究所 800,000
補
委

日本学術振興会

自閉性障害の神経ネットワーク異常に関する研
究：非線形解析による脳形態生理学的検討 高橋　哲也

子供のこころの発達
研究センター 600,000

補
委

日本学術振興会

自閉症スペクトラム障害幼児における遺伝子多
型、脳内ネットワークと表現型の関係 菊知　充

子供のこころの発達
研究センター 2,700,000

補
委

日本学術振興会

オキシトシン療法による自閉症スペクトラム障害
者の自己観の変化に関する脳科学的研究 棟居　俊夫

子供のこころの発達
研究センター 1,400,000

補
委

日本学術振興会

PI3 KおよびERKパスウエイを標的としたKRAS変
異腫瘍に対する新規治療開発 衣斐　寛倫 がん進展制御研究所 1,500,000

補
委

日本学術振興会

腎コロボーマ症候群の遺伝子診断法確立と急
性腎障害バイオマーカー開発 古市　賢吾 附属病院 1,900,000

補
委

日本学術振興会

カロテノイドの炎症制御機構に着目した高機能
型食品創出のための研究開発 太田　嗣人

脳・肝インターフェース
メディシン研究センター 6,200,000

補
委

日本学術振興会

自閉症スペクトラム障害幼児における、知覚入
力と「こころ」の形成過程の関係 菊知　充

子供のこころの発達
研究センター 1,000,000

補
委

日本学術振興会

自閉症スペクトラム障害と双極性障害の類似症
状に着目した脳科学的研究 棟居　俊夫

子供のこころの発達
研究センター 300,000

補
委

日本学術振興会

EBV関連血球貪食性リンパ組織球症における
EBV感染T細胞の解析と病態解明 和田　泰三 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

腎疾患の腎局所及び全身免疫応答における骨
髄由来免疫抑制性細胞の意義 岩田　恭宜 附属病院 950,000

補
委

日本学術振興会

心筋梗塞後リモデリングにおけるタンパク質分
解系の役割 薄井　荘一郎 附属病院 1,300,000

補
委

日本学術振興会

副作用マネジマントと毒性回避のための臨床薬
物動態研究 崔　吉道 附属病院 609,710

補
委

日本学術振興会

リン酸ジエステル加水分解酵素（PDE）阻害剤は
川崎病冠動脈瘤形成を抑制するか？ 斉藤　剛克 附属病院 800,000

補
委

日本学術振興会

慢性移植片対宿主病の発症に関与する多様な
細胞群の同定とその制御法の確立 西村　良成 附属病院 1,200,000

補
委



日本学術振興会

逆流性食道炎に伴う食道発癌における炎症反
応制御と発癌抑制効果の関連 尾山　勝信 附属病院 600,000

補
委

日本学術振興会

ステントグラフト内挿術を支援する大動脈フィル
ターデバイスの開発に関する研究 眞田　順一郎 附属病院 800,000

補
委

日本学術振興会

子宮内膜癌幹細胞の解析と難治性癌治療法開
発への応用 中村　充宏 附属病院 700,000

補
委

日本学術振興会

癌間質線維芽細胞を標的とした新たな子宮内膜
癌治療戦略の開発 水本　泰成 附属病院 900,000

補
委

日本学術振興会

テロメア動態と上皮間葉移行機序を応用した血
管内浮遊癌細胞に対する治療戦略 北川　育秀 附属病院 700,000

補
委

日本学術振興会

腫瘍脊椎骨全摘術後の骨欠損に対する自己脂
肪由来幹細胞を用いた骨再生 出村　諭 附属病院 700,000

補
委

日本学術振興会

酸化ストレスが精神疾患病態生理に果たす機能
的重要性の解明；うつ病の敵か、味方か？ 戸田　重誠 附属病院 1,200,000

補
委

日本学術振興会

全身性強皮症におけるregulatory B細胞の機能
解析および新規治療法の開発 松下　貴史 附属病院 800,000

補
委

日本学術振興会

食塩感受性高血圧の成因に関するエピジェネ
ティスク解析 武田　仁勇 附属病院 1,300,000

補
委

日本学術振興会

脂肪組織由来間質細胞による心筋再生医療の
作用機序に関する研究 高村　雅之 附属病院 1,700,000

補
委

日本学術振興会

逆流性食道炎による食道発癌過程での炎症性
微小環境の解明とその抑制 宮下　知治 附属病院 800,000

補
委

日本学術振興会

食道癌放射線耐性機序解明とHDAC阻害薬に
よる放射線耐性克服の基礎的検討 二宮　致 附属病院 1,000,000

補
委

日本学術振興会

肝動脈化学塞栓術におけるナノミセルを用いた
薬剤導入と集積方法に関する研究 南　哲弥 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

ミクロ粒子の経動脈的注入における粒子と溶出
薬剤の動態とその制御に関する実験的研究 香田　渉 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

ＤＩＣにおける炎症と凝固の相互作用遮断と血管
作動性物質 朝倉　英策 附属病院 1,200,000

補
委

日本学術振興会

前立腺癌の再燃およびドセタキセル耐性獲得メ
カニズムにおける微小環境の影響 角野　佳史 附属病院 600,000

補
委

日本学術振興会

難治性良性脳腫瘍に対するアクアポリン１を標
的とした血管新生抑制の治療戦略 林　康彦 附属病院 1,200,000

補
委

日本学術振興会

膵癌放射線治療における線維化ならびに抗癌
治療誘発EMT抑制に関する研究 中川原　寿俊 附属病院 900,000

補
委

日本学術振興会

遺伝性不整脈の新規原因遺伝子検索およびゼ
ブラフィッシュを用いた不整脈重症度評価 林　研至 附属病院 500,000

補
委

日本学術振興会

心臓における交感神経刺激受容体に対するカ
テーテル焼灼の影響 村井　久純 附属病院 2,200,000

補
委

日本学術振興会

医学研究に関する各種倫理指針の統合を目指
す包括的研究<被験者保護と公益性> 村山　敏典 附属病院 1,300,000

補
委

日本学術振興会

実験的緑内障濾過手術におけるハニカムフィル
ムの有用性 奥田　徹彦 附属病院 900,000

補
委

日本学術振興会

食品や化粧品に含まれる蛋白による脳βアミロ
イドーシスの促進に関する研究 濱口　毅 附属病院 900,000

補
委

日本学術振興会

高速AFM（原子間力顕微鏡）を用いたアルツハ
イマー病の病因因子Aβ凝集機構の解明 小野　賢二郎 附属病院 1,200,000

補
委

日本学術振興会

上皮-間葉連関に着目したLPA1-MRTF-SRFシ
グナルの腎線維化にはたす意義 坂井　宣彦 附属病院 1,400,000

補
委

日本学術振興会

肝硬変微小環境による肝がん幹細胞発生維持
制御機構の解明 山下　太郎 附属病院 1,400,000

補
委

日本学術振興会

血管外血小板凝集による乳癌細胞の転移形質
獲得の病態解明と新規治療法の開発 井口　雅史 附属病院 700,000

補
委

日本学術振興会

梗塞後左室リモデリングの病態に関するマルチ
トレーサ生体分子イメージングの研究 瀧　淳一 附属病院 1,000,000

補
委

日本学術振興会

N-13アンモニアPETと短時間撮影心筋SPECT
の統合診断によるリスク層別化 松尾　信郎 附属病院 1,800,000

補
委

日本学術振興会

モデルマウスを用いたIgG4関連疾患の病態の
解明と治療法の確立 川野　充弘 附属病院 1,200,000

補
委



日本学術振興会

婦人科癌におけるテロメラーゼ活性化機転に基
づく末梢血腫瘍細胞の検出・解析法の確立 高倉　正博 附属病院 1,200,000

補
委

日本学術振興会

去勢抵抗性前立腺癌に対するユビキチン－プロ
テアソーム系を標的とした治療戦略の確立 小中　弘之 附属病院 1,800,000

補
委

日本学術振興会

脂肪由来幹細胞を応用した骨軟部腫瘍切除後
組織欠損の再生医療と蛍光イメージング評価 林　克洋 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

新規MDCT撮像法、MRIによる、膵手術後膵液
瘻発生高リスク群予測に関する研究 北川　裕久 附属病院 1,500,000

補
委

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌の浸潤・転移における
Invadopodiaのメカニズムの解明 加藤　広禄 附属病院 1,500,000

補
委

日本学術振興会

ラット心筋虚血による梗塞巣へのサイトカイン吸
着カラムを用いた血液浄化療法の効果 岡島　正樹 附属病院 1,000,000

補
委

日本学術振興会

上咽頭癌の前転移ニッチ構築機構解明と治療
用エクソソーム開発 脇坂　尚宏 附属病院 1,400,000

補
委

日本学術振興会

咽頭扁桃におけるＭ細胞の機能解析：反復性
中耳炎発症の内的因子の解明 杉本　寿史 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

聴覚中枢発達期におけるプログラム細胞死 波多野　都 附属病院 1,100,000
補
委

日本学術振興会

脂肪由来幹細胞シートを使ったラット大腿骨骨
欠損再建法の開発 吉田　泰久 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

家族性高コレステロール血症の新規原因遺伝
子の網羅的解析 多田　隼人 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

大動脈弁狭窄症における心筋内微小循環の評
価と臨床応用 坂田　憲治 附属病院 1,750,000

補
委

日本学術振興会

遺伝子マスターレギュレーターSATB1の頭頸部
癌遺伝子発現制御機構 近藤　悟 附属病院 800,000

補
委

日本学術振興会

RAGEが水頭症発生に及ぼす影響に関する研
究 喜多　大輔 附属病院 900,000

補
委

日本学術振興会

目的指向性行動から習慣への安定的移行を制
御する側坐核可塑性の役割 戸田　重誠 附属病院 3,500,000

補
委

日本学術振興会

病態マーカーとしてのin situグルタチオン化タン
パク質検出法の確立と応用 戸田　重誠 附属病院 2,500,000

補
委

日本学術振興会

抗microRNA122療法を基軸とした新規抗C型肝
炎ウイルス治療法の開発 島上　哲朗 附属病院 800,000

補
委

日本学術振興会

BMI変動による薬物動態個人間変動の解明と臨
床応用 澤本　一樹 附属病院 800,000

補
委

日本学術振興会

細胞競合現象に基づく上咽頭癌発癌機構の解
析と新規治療法の開発 近藤　悟 附属病院 3,100,000

補
委

日本学術振興会

幹細胞ニッチに着目した軟骨膜片移植による長
期形態維持性耳介軟骨再生法の開発 小室　明人 附属病院 1,200,000

補
委

日本学術振興会

臓器特異的インスリン抵抗性評価系の確立とそ
の規定因子の研究 竹下　有美枝 附属病院 900,000

補
委

日本学術振興会

ゼブラフィッシュを用いた肥大型心筋症の発症、
進展機序の解明 寶達　明彦 附属病院 2,200,000

補
委

日本学術振興会

肝癌に対する樹状細胞ワクチン療法の開発 北原　征明 附属病院 700,000
補
委

日本学術振興会

前立腺癌に対する小線源治療併用強度変調放
射線治療における適切な臓器線量制約の確立 熊野　智康 附属病院 100,000

補
委

日本学術振興会

口腔扁平上皮癌の浸潤・転移における細胞間
接着分子の役割 北原　寛子 附属病院 1,200,000

補
委

日本学術振興会

腫瘍血管正常化に基づく頭頸部癌新規治療戦
略 遠藤　一平 附属病院 700,000

補
委

日本学術振興会

ヨード担持チタン製抗菌インプラントの骨伝導
能・骨誘導能の解析 加藤　仁志 附属病院 1,400,000

補
委

日本学術振興会

経血管インターベンションによる血管透過性の
制御を介する抗腫瘍療法の開発 吉田　耕太郎 附属病院 900,000

補
委

日本学術振興会

心不全及び背景疾患が脂肪由来間葉系幹細胞
の再生誘導効率に与える影響についての検討 高島　伸一郎 附属病院 1,400,000

補
委

日本学術振興会

脳アミロイドアンギオパチー関連炎症の発症機
構の解明 坂井　健二 附属病院 1,800,000

補
委



清水　有 1,500,000 日本学術振興会附属病院
補
委

脳血管保護因子：内在性分泌型RAGEの機能解
明と治療への応用

日本学術振興会

関節炎の発症及び進展における腸内細菌叢の
役割の解明 藤井　博 附属病院 1,000,000

補
委

日本学術振興会

閉塞性細気管支炎における筋線維芽細胞の役
割とその制御機構の解明 高戸　葉月 附属病院 1,700,000

補
委

日本学術振興会

β-catenin変異型肝細胞癌のGd-EOB-DTPA
造影MRI所見 北尾　梓 附属病院 1,000,000

補
委

日本学術振興会

画像検査を用いたIgG4関連疾患の病態解析お
よび病勢評価法の確立 井上　大 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

Th17細胞をターゲットとした皮膚疾患の治療 岡本　芳伸 附属病院 1,700,000
補
委

日本学術振興会

Danon病iPS細胞由来心筋・骨格筋細胞の解析
と治療薬効果の評価 吉田　昌平 附属病院 1,300,000

補
委

日本学術振興会

血液がんの臨床病態とA・B・Ｉ抗原発現動態の
検証 佐藤　英洋 附属病院 600,000

補
委

日本学術振興会

健診コホートを用いた慢性腎臓病の進展および
改善因子の縦断的検討 遠山　直志 附属病院 1,000,000

補
委

日本学術振興会

子宮内膜症からの多段階発癌モデルの作成 保野　由紀子 附属病院 1,400,000
補
委

日本学術振興会

門脈阻血に伴う多臓器うっ血の周術期における
影響と多臓器相関 林　泰寛 附属病院 1,100,000

補
委

日本学術振興会

血液データによる術後早期でのDVT発症予測に
関する研究 宮崎　初美 附属病院 500,000

補
委

日本学術振興会

（1→3）β-Dグルカン値の上昇と血液検査項目
との関連 中射　知美 附属病院 400,000

補
委

日本学術振興会

深部静脈血栓症急性期における凝血学的マー
カーと下肢静脈エコーの有用性に関する研究 寺上　貴子 附属病院 500,000

補
委

日本学術振興会

C.difficileの病原性および予後に関する検討 竹森　優喜子 附属病院 600,000
補
委

日本学術振興会

Ｃ型慢性肝炎治療成績の向上と肝発癌阻止を
目指した分子基盤の確立 本多　政夫 保健学系 3,150,000

補
委

日本学術振興会

乳腺MRIにおける非侵襲的血流イメージングの
開発 高長　雅子 附属病院 600,000

補
委

日本学術振興会

移植後閉塞性細気管支炎における筋線維芽細
胞の由来とその重要性 渡辺　知志 附属病院 600,000

補
委

日本学術振興会

センチネルリンパ節シンチグラフィにおけるオフ
セットエネルギーウィンドウ撮像の検討 米山　寛人 附属病院 300,000

補
委

日本学術振興会

新規糖尿病モデルを用いた骨代謝機構の解析
と運動による改善に関する研究 北村　敬一郎 保健学系 1,250,000

補
委

日本学術振興会

廃用性筋萎縮抑制効果の長軸部位別検証によ
る臨床視点的プログラムの構築 山崎　俊明 保健学系 700,000

補
委

日本学術振興会

日本における出産後早期の母乳不足感の評価
スケール開発と効果的介入プログラムの検討 島田　啓子 保健学系 800,000

補
委

日本学術振興会

長期的成果からみた聴覚障害幼児の言語聴覚
療法に関する研究 能登谷　晶子 保健学系 250,000

補
委

日本学術振興会

ＭＲＩによる頭蓋内環境の統合解析 宮地　利明 保健学系 1,100,000
補
委

日本学術振興会

救急医療のためのポータブルＸ線機能イメージ
ングシステム（診る聴診器）の開発 田中　利恵 保健学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

ヘムオキシゲナ－ゼ－１と同種造血幹細胞移植
後転帰の関連性および新規治療戦略 森下　英理子 保健学系 1,100,000

補
委

日本学術振興会

コレステリルエステル転送蛋白欠損におけるリ
ン脂質代謝異常と抗糖尿病性 稲津　明広 保健学系 1,000,000

補
委

日本学術振興会
膠原病患者の運動負荷中の心機能と体力の検
討 染矢　富士子 保健学系 2,900,000

補
委

日本学術振興会

振動による重症虚血肢患者の虚血性疼痛緩和
と創傷治癒がもたらすQOL向上の検討 大桑　麻由美 保健学系 530,000

補
委

日本学術振興会

患者目線に立った糖尿病チーム医療を促進す
る看護師の実践能力育成方法の開発 多﨑　恵子 保健学系 1,000,000

補
委



母指と手指の新しい機能評価法に関する研究 西村　誠次 保健学系 2,750,000
補
委

日本学術振興会

日本学術振興会

神経再生におけるcellular Factor XIII 活性化機
構の解明 杉谷　加代 保健学系 1,100,000

補
委

日本学術振興会

介助動作re-positioningを頸部・腰部の圧迫力
から判定する基礎的研究 柴田　克之 保健学系 1,480,000

補
委

日本学術振興会

骨盤前傾座位時の坐骨結節部皮膚からの感覚
情報は体幹位置の位置情報になる 淺井　仁 保健学系 2,300,000

補
委

日本学術振興会

廃用性萎縮後の下肢筋に対する筋機能回復の
ための至適負荷強度および介入時期の検討 田中　正二 保健学系 1,900,000

補
委

日本学術振興会

肥大型心筋症全例登録による発症と予後に関
与する要因および治療法解明に関する研究 藤野　陽 保健学系 1,550,000

補
委

日本学術振興会

コンピュータ支援によるＸ線動態撮像ナビゲー
ションシステムの開発 真田　茂 保健学系 1,200,000

補
委

日本学術振興会

一体型SPECT/CT装置における心電図同期X線
CT撮影の減弱補正法の確立 小野口　昌久 保健学系 2,300,000

補
委

日本学術振興会

変形画像照合による積算線量分布の有用性を
向上させる新たな部分的精度・信頼性の開発 武村　哲浩 保健学系 1,100,000

補
委

厚生労働省

HBV　cccＤＮＡの制御と排除を目指す新規免疫
治療薬の開発 金子　周一 医学系 90,770,000

補
委

厚生労働省

糖尿病性腎症ならびに腎硬化症の診療水準向
上と重症化防止にむけた調査・研究 和田　隆志 医学系 19,800,000

補
委

日本学術振興会

周産期女性のウェルネスを目指した妊娠早期か
らのケアシステムの提言 鏡　真美 保健学系 500,000

補
委

日本学術振興会

乳児の泣きに対する母親育児支援プログラムの
構築 田淵　紀子 保健学系 1,200,000

補
委

厚生労働省

突発性造血障害に関する調査研究 中尾　眞二 医学系 500,000
補
委

厚生労働省

プリオン病及び遅発性ウイルス感染症に関する
調査研究 山田　正仁 医学系 22,385,000

補
委

厚生労働省

肝硬変に対する脂肪組織由来間質細胞を用い
た肝再生両方実用化研究 金子　周一 医学系 25,000,000

補
委

厚生労働省

C型肝炎から発がんにいたる病態進展の解明と
その制御に関する研究 金子　周一 医学系 32,500,000

補
委

厚生労働省

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関す
る調査研究 山田　正仁 医学系 1,000,000

補
委

厚生労働省

アミロイドーシスに関する調査研究 山田　正仁 医学系 500,000
補
委

厚生労働省

大規模ゲノム疫学共同研究による認知症の危
険因子および防御因子の解明 山田　正仁 医学系 3,200,000

補
委

厚生労働省

Ｂ型肝炎の新規治療薬を開発するための宿主
の自然免疫系の解析に関する研究 水腰　英四郎 医学系 16,000,000

補
委

厚生労働省

自己炎症性疾患とその類縁疾患の診断基準，重症度
分類，診療ガイドライン確立に関する研究 谷内江　昭宏 医学系 1,000,000

補
委

厚生労働省

腹膜播種を伴う胃癌に対するパクリタキセル腹腔内投
与併用療法の有用性を評価する第Ⅲ相臨床試験 伏田　幸夫 医学系 300,000

補
委

厚生労働省

小児期発症の稀少難治性肝胆膵疾患における包括的
な診断・治療ガイドライン作成に関する研究 原田　憲一 医学系 150,000

補
委

厚生労働省

慢性活動性EBウイルス感染症とその類縁疾患
の診療ガイドライン作成と患者レジストリの構築 谷内江　昭宏 医学系 1,250,000

補
委

厚生労働省

肝硬変に対する細胞治療法の臨床的確立とそ
のメカニズムの解明 酒井　佳夫 医学系 1,500,000

補
委

厚生労働省

強皮症・皮膚線維化疾患の診断基準・重症度分
類・診療ガイドライン作成事業 竹原　和彦 医学系 500,000

補
委

厚生労働省

重篤小児集約拠点にかかる小児救急医療体制
のあり方に関する研究 太田　邦雄 医学系 300,000

補
委

厚生労働省

慢性の痛み診療の基盤となる情報の集約とより高度な
診療の為の医療システム構築に関する研究 中村　裕之 医学系 500,000

補
委

厚生労働省
慢性腎臓病の進行を促進する薬剤等による腎
障害の早期診断法と治療法の開発 和田　隆志 医学系 1,000,000

補
委



計

(注) 1

(注) 2

(注) 3

附属病院

島上　哲朗

島上　哲朗

島上　哲朗

武田　仁勇 厚生労働省600,000

300,000

600,000

587,294,710

1,200,000

1,000,000

補
委
補
委
補
委

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印を付けた上で、
補助元又は委託元を記入すること。

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等
が申請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主な
ものを記入すること。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入
すること。

本多　政夫

附属病院

附属病院

保健学系

保健学系

血液凝固異常症等に関する研究

C型肝炎の新規診断法や新規治療法を開発するための
ゲノムワイド関連解析の手法を用いた宿主因子の解析
に関する研究

吉村　健一

吉村　健一

C型肝炎ウイルス感染特異的な長鎖ノンコーティ
ングRNAの探索

肝炎に関する全国規模のデータベースを用いた肝炎治
療の評価及び肝炎医療の水準の向上に資する研究

急性感染も含めた肝炎ウイルス感染状況・長期
経過と治療導入対策に関する研究

8,000,000

2,000,000

1,000,000

厚生労働省

厚生労働省

厚生労働省

附属病院

附属病院

附属病院

森下　英理子

副腎ホルモン産生異常に関する調査研究

補
委

造血細胞移植における肝中心静脈閉塞症（VOD）に対
する本邦未承認薬defibrotideの国内導入のための研
究：第Ⅰ相および第Ⅱ相試験（医師主導治験）

難治性神経芽腫に対するIL2,CSF併用ch14.18
免疫療法の国内臨床開発

補
委
補
委
補
委

補
委

厚生労働省

突発性心筋症に関する調査研究 山岸　正和 医学系 400,000
補
委

厚生労働省

脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 土屋　弘行 医学系 300,000
補
委

原発性免疫不全症候群の診断基準・重症度分
類および診療ガイドラインの確立に関する研究 谷内江　昭宏 医学系 1,000,000

補
委

厚生労働省

厚生労働省

BIM遺伝子多型に起因するEGFR変異肺がんのEGFRチ
ロシンキナーゼ阻害薬耐性をポリノスタット併用で克服
する研究

矢野聖二 がん進展制御研究所 39,200,000
補
委

厚生労働省

原発性高脂血症に関する調査研究 野原　淳
医薬保健学総合
研究科

300,000
補
委

厚生労働省

Ｃ型肝炎ウイルスに起因する肝硬変に対する抗
線維化治療薬の開発に関する研究 原田　憲一 医学系 2,000,000

補
委

厚生労働省

難治性血管炎に関する調査研究 和田　隆志 医学系 400,000
補
委

厚生労働省
特発性大腿骨頭壊死症の疫学調査・診断基準・重症度
分類の改訂と診療ガイドライン策定を目指した大規模多
施設研究

加畑　多文 附属病院 120,000
補
委

厚生労働省

遺伝性不整脈疾患の診断基準・重症度分類・診
察ガイドライン等の作成に関する研究 林　研至 附属病院 700,000

補
委

厚生労働省

IgG4関連疾患の診断基準並びに治療指針の確
立を目指した研究 川野　充弘 附属病院 1,300,000

補
委



(様式第3)

2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文
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　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発及び
評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十
件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲
載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該
特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該
講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること(筆頭著者が当該特定機能病院に所属している
場合に限る)。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。
　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。



(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文(任意)

(注) 1

(注) 2
(注) 3

20

19

18

17

15

14

13

16

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

番号 発表者氏名 発表者の所属 題名 雑誌名

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発及び評価に資
するものと判断される主なものを記入すること。
　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。
　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。
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3　高度の医療技術の開発及び評価の実施体制
(1)倫理審査委員会の開催状況

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無

・手順書の主な内容

③ 倫理審査委員会の開催状況 年 11 回

(注) 1

(2)利益相反を管理するための措置

① 有・無

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無

・規定の主な内容

③ 年 14 回

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年 2 回

・研修の主な内容

　審査対象に関する事項、委員会の任務に関する事項、委員会の構成に関する事項、委員会の調査及び審議
の対象に関する事項、資料の入手に関する事項、委員会の運営に関する事項、疑義申立てに関する事項、再
審査手続に関する事項、病院長への報告義務に関する事項、申請者・病院長への勧告等に関する事項、委員
会の事務に関する事項、委員会の記録の保存に関する事項

　委員会の目的及び職務に関する事項，委員会の組織および組織運営に関する事項

　平成26年度に、「臨床研究と利益相反（COI）」に関する講習会（平成26年9月実施）及び「人を対象とす
る医学系研究に関する倫理指針（案）」に関する講習会（平成26年10月実施）を実施（計2回）。

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」に○
印を付けること。

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の設置状況

利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況
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竹原　和彦 皮膚科 科長 36

中尾　眞二 血液内科 科長 35
山田　正仁 神経内科 科長 35
三邉　義雄 神経科精神科 科長 37

山岸　正和 循環器内科 科長 37
和田　隆志 腎臓内科 科長 27
笠原　寿郎 呼吸器内科 科長 29

山下　太郎 総合診療内科 副科長 20
八幡　徹太郎 リハビリテーション部 部長 23

谷口　巧 麻酔科蘇生科 科長 24
中田　光俊 脳神経外科 科長 21
絹谷　清剛 核医学診療科 科長 29

川尻　秀一 歯科口腔外科 科長

研 修 医 の 人 数 157

谷口　巧 集中治療部 部長
矢野　聖二 がん高度先進治療センター 部長

後藤　由和 救急部 部長 31

土屋　弘行 整形外科 科長
溝上　敦 泌尿器科 科長
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吉崎　智一 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 科長 29
藤原　浩 産科婦人科 科長 32

科長
井口　雅史 乳腺科 科長
伏田　幸夫 胃腸外科 科長

肝胆膵・移植外科

医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科に
ついては、必ず記載すること。

内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブ
スペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。

　各診療科（部）に所属し、大学病院（医員など）及び関連病院を循環しながら修練を行い、それぞれの学
会等の専門医、あるいは認定医の資格の取得を目指すコースである。内科プログラム（所属する臓器別内科
（診療科）の他の内科系診療科でも修練を行う等複数の診療科が協力連携して実施するプログラム）や総合
診療を専門とする医師となるプログラムも可能となっている。
　診療技術の習得だけでなく、臨床研究も行うことが可能である。

金子　周一 消化器内科 科長

24
36
20
29
32
28

24
25
27

松本　勲 呼吸器外科 科長
太田　哲生

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

臨床経験年数研修統括者氏名 診 療 科 役 職 等 特 記 事 項
33
27
28

科長内分泌・代謝内科篁 　 俊成
川野　充弘 リウマチ・膠原病内科 科長
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4　医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意）

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況

・研修の主な内容

・研修の期間・実施回数

・研修の参加人数

(注) 1 　高度の医療に関する研修について記載すること。
(注) 2

１．平成２６年１０月９日（木）～１０日（金）
２．平成２６年１１月４日（火）及び平成２７年１月３０日（金）
３．平成２７年１月１６日（金）及び平成２７年１月２２日（木）
４．平成２７年２月１０日（火）

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類

「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施行規則
第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供
する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療従事者を対
象として実施した専門的な研修を記載すること。

１．コンプライアンスに係る個別事項（個人情報、情報セキュリティ、研究費等の適正な執行）に関する
　　研修会
２．ハラスメント防止研修
３．接遇研修
４．安全衛生講習会（院内暴力対策、患者からの暴言・暴力の対応）

１．新規採用職員オリエンテーション
　　　新規採用職員に対し、本院職員として職務遂行に必要な知識及び心構え等の基本的な事項を
　　　習得させ、資質の向上と業務能率の増進を図る
２．薬害被害講演会
　　　薬害被害者や医療被害者の声を直接聞く機会を設け、薬害被害についての知識を深める

１．１２３名
２．１３５名

１．平成２７年４月１日（水）～３日（金）
２．平成２６年１０月２２日（水）

１．１１６名
２．２０３名
３．３３４名
４．３１１名
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１．計画 ２．現状
病院長　並木　幹夫
・消化器内科長　金子　周一 ・内分泌・代謝内科長　篁　俊成
・リウマチ・膠原病内科長　川野　充弘 ・呼吸器内科長　笠原　寿郎
・循環器内科長　山岸　正和 ・腎臓内科長　和田　隆志
・血液内科長　中尾　眞二 ・総合診療内科長
・神経内科長　山田　正仁 ・神経科精神科長　三邉　義雄
・小児科長　谷内江　昭宏 ・子どものこころの診療科長　棟居　俊夫
・放射線科長　蒲田　敏文 ・放射線治療科長　熊野　智康
・皮膚科長　竹原　和彦 ・漢方医学科長　小川　恵子 
・心臓血管外科長　竹村　博文 ・呼吸器外科長　松本　勲
・胃腸外科長　伏田　幸夫 ・肝胆膵・移植外科長　太田　哲生
・内分泌・総合外科長　森山　秀樹 ・乳腺科長　井口　雅史
・整形外科長　土屋　弘行 ・脊椎・脊髄外科長　村上　英樹
・泌尿器科長　溝上　敦 ・眼科長　杉山　和久
・耳鼻咽喉科・頭頸部外科長　吉崎　智一・産科婦人科長　藤原　浩
・麻酔科蘇生科長　谷口　巧 ・脳神経外科長　中田　光俊
・核医学診療科長　絹谷　清剛 ・歯科口腔外科長　川尻　秀一
・リハビリテーション科長　八幡　徹太郎・救急科長　後藤　由和
・病理診断科長　原田　憲一 ・薬剤部長　崔　吉道
・総務課長　大久保　進 ・経営管理課長　竹中　隆宏
・医事課長　北村　浩一

診療に関する諸記録

　高度の医療の提供の実績

　高度の医療の研修の実績
　閲覧実績

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類

計画・現状の別
管理責任者氏名
管理担当者氏名

病院日誌、各科診療日誌、処方せん、
手術記録、看護記録、検査所見記録、
エックス線写真、紹介状、退院した患
者に係る入院期間中の診療経過の要約
及び入院診療計画書

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

従業者数を明らかにする帳
簿

保 管 場 所 管 理 方 法

高度の医療技術の開発及び
評価の実績

医事課、各診療
科、看護部、薬剤
部

診療録は、外来は1患者1ファイル、入院は1
入院期間1ファイル。（電子診療録は1患者1
ファイル。）
診療録の院外持ち出しは禁止されている。

総務課

経営管理課

紹介患者に対する医療提供
の実績

経営管理課
医薬保健系事務部

総務課
総務課

医事課

医事課、薬剤部

専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況

専任の院内感染対策
を行う者の配置状況

医療に係る安全管理
を行う部門の配置状況

当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況

入院患者数、外来患者及び
調剤の数を明らかにする帳簿

医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況

医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況

医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況

医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況

医事課

医事課

医事課

医事課

医事課

医事課

総務課

総務課

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
第
一
項

第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況



(注)

医事課、経営管理
課

医事課、経営管理
課

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項
各
号
及
び
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
体
制
の
確
保
の
状
況

「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理方法の
概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載すること。

薬剤部

薬剤部

薬剤部

医事課

医事課、ME機器管
理センター、放射
線部

医事課

医事課

医事課

医事課

薬剤部

医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況

病院の管理
及び運営に
関する諸記
録

保 管 場 所 管 理 方 法

院内感染のための指
針の策定状況

院内感染対策のため
の委員会の開催状況

従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況

医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況

医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況

従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況

感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況

医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況

従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況

医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況

医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況
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○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法
１．計画 ２．現状

閲覧の手続の概要

(注)

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績
延 件
延 件
延 件
延 件
延 件

(注)　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

国
地 方 公 共 団 体

0
0
0
0
0

歯 科 医 師

　諸記録の開示（閲覧を含む）を請求する者（以下「開示請求者」）は、国立大学法人金沢大学に対し、法
人文書開示請求書を提出する。
　国立大学法人金沢大学は、開示請求があった日から特別な場合を除き30日以内に開示決定等を行い、開示
請求者に通知する。
　開示請求者は、法人文書開示決定通知書を本院へ持参し、閲覧を実施する。

既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は現状に
ついて、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号に○印
を付けること。

前 年 度 の 総 閲 覧 件 数
閲 覧 者 別 医 師

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

閲覧の求めに応じる場所

閲 覧 責 任 者 氏 名
閲 覧 担 当 者 氏 名

計画・現状の別

会議室
総務課長　大久保　進
病院長　並木　幹夫
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① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容：

② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容：

③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況

・医療機関内における事故報告等の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 有（ 名）・無

⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 有（ 名）・無

⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 有 無

・所属職員： 専任（ ）名 兼任（ ）名

・活動の主な内容：

⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 有 無・

【平成26年度】
「医薬品安全管理」6/3            「これだけは知っておきたい検体提出のあれこれ」6/18
「安全な輸血のために」10/7       「院内の急変対応はコードブルーからRRSへ」11/26
「救命処置」12/15                「人口呼吸器の安全使用」2/2
「医薬品安全管理(第2回)」2/9     「患者からの暴言・暴力の対応」2/10
「適切なカルテ記載について」3/9

○事故報告等の分析結果を現場へフィードバック        ○医療従事者の医療事故防止に関する教育
○事故防止のための基礎知識の提供                    ○事故報告書等から必要なマニュアルを作成
○インシデントサマリに再発防止策を提案              ○事故防止マニュアルの見直し
○GRM等による医療現場のラウンド                     ○院内の医療安全ニュースや啓発ポスターの配布
○院外の事故情報の提供による注意喚起

2

1

・

（１）医療にかかる安全管理対策及び医療事故対策の企画立案に関すること
（２）医療安全管理マニュアルの作成等に関すること
（３）安全管理のための教育及び研修企画及び運営に関すること
（４）アクシデント及びインシデント報告の調査及び分析に関すること
（５）リスクマネジャーとの連絡調整に関すること
（６）医療事故等に係る診療録及び看護記録等の記載状況の確認及び指導に関すること
（７）患者家族への説明等、医療事故発生時の対応状況の確認及び指導に関すること
（８）医療事故等に係る原因究明の確認及び指導に関すること
（９）金沢大学医療安全管理委員会に用いられる資料及び議事録の作成、その他当該委員会の事務に関すること
（10）その他医療に係る安全管理対策及び医療事故防止対策に関すること

2 11

9

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況

・

（１）職員ひとりひとりが安全に関する認識を高め、医療事故防止に積極的に取り組むと同時に、病院全体としても組織的に医療に係る安全管理事故防止に取り組
　　　み、医療事故等の未然の防止を目指す。
（２）医療安全管理委員会、医療安全管理部、医療安全管理者、リスクマネジャー等による医療安全管理体制を整備し、病院全体として医療事故防止及び医療全体
　　　の向上に努める。
（３）医療安全管理のための研修を企画し、病院職員全体が２回以上受講できるようにする。
（４）「医療事故防止マニュアル」の作成，医療事故等の報告事例の検討など，医療安全の確保を目的とした改善方策を実施する。
（５）医療事故が発生した場合にはおいては、「医療安全管理マニュアル」に沿って対応し、医療上の最善の処置を講ずる。また、患者家族に対して事実を速やか
　　　にわかりやすく説明する。
（６）患者との信頼関係を築くため、また開かれた医療を推進するため、情報の開示及び提供に積極的に対応していく。
（７）患者相談室を設置し、患者及び家族からの医療安全に関する要望、苦情及び不満を真摯に受け止め、その解決に尽力する。

14

（１）医療に係る安全管理対策に関すること
（２）医療事故防止対策に関すること
（３）安全管理対策のための教育及び研修に関すること
（４）発生した医療事故原因の分析及び改善策等に関すること
（５）その他医療に係る安全管理及び医療事故防止に関すること
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① 院内感染対策のための指針の整備状況 有 無

・指針の主な内容：

② 院内感染対策のための委員会の開催状況 年 回

・活動の主な内容：

③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況

・病院における発生状況の報告等の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

【平成26年度】
感染対策研修
（講演）
『感染対策と治療「MRSA編」』
『感染対策と治療「多剤耐性菌（緑膿菌・ESBL産生菌）編）』
『感染対策と治療「真菌編」』
『アウトブレイク対策』
『第1回栄養ゼミナール』
『第2回栄養ゼミナール』
『第1回歯科口腔セミナー』
『褥瘡対策チーム講演会』
その他
『新規採用者対象の感染対策研修』

・院内感染サーベイランスの実施と分析・評価
・ICTラウンドによる感染対策実施行動の確認と指導
・職業感染防止対策のための計画・実施・改善
・感染管理システムを活用した情報共有
・感染制御担当者（ICM）による現場における院内感染対策活動の実施及び所属職員への周知徹底

院内感染対策のための体制の確保に係る措置

・

１．院内感染対策に関する基本的な考え方
２．院内感染対策のための委員会に関する基本的事項
３．従事者に対する院内感染対策のための研修に関する基本方針
４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針
５．院内感染症発生時の対応に関する基本方針
６．患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針
７．抗菌薬の適正使用に関する基本方針
８．院内感染対策の推進のために必要なその他の基本方針

13

　以下の事項を審議する。
（１）院内感染予防の方策及び監視に関すること
（２）院内感染対策のガイドラインの策定及びその実施に関すること
（３）院内感染についての教育活動に関すること
（４）院内感染の調査に関すること
（５）感染制御部の運営に必要な事項に関すること
（６）その他院内感染に関して委員会が必要と認める事項

9



(様式第6)

① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況

・手順書の作成 （有・無）

・業務の主な内容：

④

・医薬品に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

　医薬品安全管理責任者は、院内各部署に置く医薬品安全管理主任者（リスクマネジャーが兼務）の立ち会
いの下に定期的に院内ラウンドを実施し、医薬品安全使用のための業務の実施状況を確認する。改善が必要
と認められる事案についてはこれを指示し、結果を医療安全管理委員会に報告する。

医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための
方策の実施状況

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・

2

 【平成26年度】
       1.医療安全研修（平成26年6月3日開催）
         ⅰ)医薬品情報の活用方法－適切な薬物治療を行うために－　ⅱ）本院の医薬品安全管理
       2.医療安全研修（平成27年2月9日開催）
         ⅰ）医療用麻薬等の医薬品安全管理　ⅱ）医薬品の取り扱いについて

   １）医薬品の採用    ２）医薬品情報の収集・管理・提供     ３）医薬品の購入管理
   ４）外来および入院患者への医薬品の処方・交付
   ５）病棟・中央診療施設・外来部門における医薬品の管理
   ６）外来および入院患者への情報提供および薬学的指導     ７）院内製剤の取り扱い



(様式第6)

① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 有 無

② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 年 回

・研修の主な内容：

③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況

・計画の作成 （有・無）

・保守点検の主な内容：

④

・医療機器に係る情報の収集の整備 （有・無）

・その他の改善のための方策の主な内容：

　病院として医療機器安全管理委員会を設置し、医療機器の安全使用のために必要となる情報を収集し、共
有のため月一回定例会を開催している。医療機器安全管理委員会は院内全体の組織として医療機器の把握お
よび安全対策を行っている。
　特定の医療機器に関しては、使用頻度の少ない部署に向けて、随時個別に研修会の開催を行っている。ま
た、個別研修開催の後、理解度を図るため小テストを行い、理解度が低い部分に関してはその後の研修に反
映させ、更なる理解を得られるようにしている。

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置

・

117

　平成26年度の主な内容として、入院病棟・外来の各診療科を対象に、シリンジポンプの操作方法について
74回、人工呼吸器の操作方法について19回の研修を行った。また、病院全体を対象に、医療機器全般につい
て安全管理をテーマとして1回、人工呼吸器の安全管理をテーマとして1回の研修を行った。医療機器の安全
使用のための研修については、ME機器管理センターと放射線部が実施計画を策定して行っている。
　新規購入した医療機器は、その都度、ME機器管理センターの技士が医療機器の安全使用のための研修を使
用者を対象に行っている。放射線機器は放射線部が行っている。また、インシデントが発生した場合は、イ
ンシデント例をもとに院内で勉強会・研修を行い、周知している。方法はME機器管理センターの技士が院内
を巡回し、使用現場で各医療機器ごとに行っている。

　各機器の保守点検については、医療機器安全管理委員会で点検計画を策定して定期点検を実施している。
使用者が使用前点検を行い、使用後に臨床工学技士や放射線技師が終業点検及び機能点検を実施している。

医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のた
めの方策の実施状況



(様式第7)

1　病院の機能に関する第三者による評価

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有 無

・評価を行った機関名、評価を受けた時期

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があること。

2　果たしている役割に関する情報発信

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有 無

・情報発信の方法、内容等の概要

3　複数の診療科が連携して対応に当たる体制

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有 無

・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要

　糖尿病及び糖尿病性腎症の重症化予防に取り組む糖尿病透析予防チーム、高度な栄養管理をチームとして
実施する栄養サポートチーム、悪性腫瘍等の患者のうち、身体的症状又は精神症状を持つ者に対して症状緩
和に係る専従のチームとして緩和ケアチーム、褥瘡の予防及び褥瘡発生時における適正な処理を図るため褥
瘡対策チームを置いている。

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意）

・

　機関名：公益財団法人日本医療機能評価機構
　時期：平成２７年５月

・

　本院Webサイトにて情報発信を行っている。

・


